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1.は�めに 
 

 Ü等教育において、学·者が「+を」「どのよ	に」

学�だのかとい	学·成�（'earning *utcomes）のUb

は、Ü等教育に{わる者にとって}もÔ要な関��との

$つで�る。学·成�をÔÂする 場は、ÄcのÜ等教

育研究においてe�3~されて
た（_y 200�、s&
2021 など）。とりわけ、$�jのZ>との`ª、すなわ

ち �¨@>7B1にj�た大学教育の/>0"= 設

計においては、$�生調査によって学·成�を�検、評

価することのÔ要�がrwされて
た（-本 2007、_
y 2022 など）。このよ	な状況において、教員Ú成をt

	大学もI�に、$�jのZ>、すなわち教育Z践に(

した�B��B�ーの育成がÔ要な¾Öとされている

（�� 2020、B¤ 2022 など）。なかでも、「教¯に関す

る専Ö¨&項」（/&、「教¯専Ö」）は、教|になって

thする教¯に関する専Ö¨な«¿�Tºの·lを目¨

とした¯目だが、その教育内容については、し�し�学

��場の�ー	と%Øしているとのrwがなされて
た

（B¤ 2022）。そのためÄcの�策では、「教¯のr^

に関する&項」（/&、「教¯教育」）とのÆ{�¬合を

ÂÎにXれた/>0"= |Öが�められている（文Ê

¯学¤ 2017）。 
こ	した流れをbけ、Ø�¯教員Ú成¾�において

も、教¯専Öと教¯教育の¬合に関する検討がÇめられ

て
た。�にØ�¯では、1�70c代より教¯専Öに1

¬付けられる¡oZT¯目（/&、「¡oZT」）につい

て、¡oYÚ成とのÐいにª目し、その教育¨n­がM

い�されて
た（�¢ 1�76）。こ	した¯|のもと、¡

oZTの学·を、いかに教育Z践に³びつけることがで


るのかとい	Â�から、j学生を\Àとした研究が±

�されつつ�る（三� 2013、§ 2016、大Î内 2021 な

ど）。 
しかしながら、教育Z践に(した�B��B�ーを

ÔÂする流れは、専Ö 教育としての教員Ú成の:h�

をÜめる$yで、教¯専Öのよ	に教 との�`¨な関

Æ�が$³³�に�い学·内容に\して、そのn­�成

�がÏ_評価され�すいとい	¾Öも�る（B¤

2022）。Ø�¯においては、4��Ü³（2016）が、中

教審ª� 1�4号で�された「教¯及び教¯のr^�に関

する¯目」のi設yÕに\し、それを§�¨にbけ�

め、「Ø�の専Ö¨内容をÁÂし、いかにØ�を教�る

かとい	r^�の�をÔÂする」（Ü³ 2016� p.3�）とい

った¼Àが生�る'Ò�をrwしている。こ	した¼À

が生�る¯|には、$�jの教育�場における学びのn

I付けを�らかにするZ¹研究の±�が'¾していると

い	構Å¨MÖが�ることをÜ³はrwしており、教員

Ú成|Öの成Fを8~するためには、/>0"= Í発

�s�Z践の�なら�、$�生、すなわちØ�¯教|の

�状にR
�Z¹¨な検討が'Exで�ることをb調し

ている。  
では、Ø�¯教|にとって、教員Ú成¾�における

¡oZTは、どのよ	な学·²ÙとしてnI付けられて

いるのだ�	か。これ�での�策においてrwされて


たよ	に、教|»身も、その学びを教育Z践と%Øした

ものとしてbけ�めているのだ�	か。このMいを検討

する%でÏとなるのは、教員Ú成¾�における¡oZT

が、$�jの教育Z践�専Ö�にどのよ	にnI付けら

れているかを、学·成�のµ�から\��すことで�

る。しかしながら、これ�でのØ�¯教|に関する9行

研究では、� Ø�¯教|の<Ëc成（FC 2015、¹
本 2017、Ü³ 201� など）を中�に[Íされて
た。そ

のため、大学における学·²Ùが$�jの教育Z践�専

Ö�とどのよ	に`ªしているのかをM	Â�はB<に

検討されておら�、大学教育と教育Z践の関係はB<に

À�されていない。 
そこで本稿の目¨は、Ø�¯教|が教員Ú成¾�で

²Ùした¡oZTの学·²Ùをどのよ	な学·成�とし

てnI付けているかを、Ø�¯教|»身のÆりを�がか

りに�らかにすることで�る。本稿は、Ø�¯教員Ú成

¾�における¡oZTの学·は、/>0"= によって

$Mに規定された学·目�にR
いて画$¨に²Ùされ
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るものではな�、学·者が»らの²Ùを[りÅり、��

�ª«を含�ながら[ÀÍする;Aセ1をÎ�て、多�

な学·成�をもたらし	る/�で�るとい	ことを論¹

する。 
本稿の構成は/&のとおりで�る。第２¤では、9

行研究の検討を行い、本研究のÂ±を�らかにする。第

Þ¤では、調査の�要についてÃ�る。第ß¤では、Ø

�¯教|のÆりに\する<�³�を提�し、第Û¤では

その³�をもとにØ�¯教員Ú成¾�における¡oZT

の学·²ÙのnIについて®[を行	。}jに、第Ü¤

では、本研究の総括と今jの¾Öについて整�する。 
 
2.9行研究の検討 
 
2.1.Ø�教育学における9行研究の?Jと¾Ö 
 
 9Ãのよ	に、Ø�教育学における$�生を\Àとし

た研究の中で、�に多�Eり©�れて
たのは、� Ø

�¯教|のZ践¨«¿（practical CnoOledge）�<Ëc成

の;Aセ1に関する研究で�る。これらの研究は、�É

したØ�¯教|が�
の教育Z践をÎ�て、どのよ	に

«¿�8~<を�lしてい�かを�らかにするもので�

り、�場での²Ùの¤[�、I2との\´、Z践をÎ�

た学びの;Aセ1などがÔÂされて
た（Ü³ 2014、
¹本 2017 など）。$yで、これらの研究は、い�れも�

 �Ôにおける<Ëのc成�発[に主�を¬いており、

教員Ú成¾�での学·²Ùとの`ªについてはB<に論

�られていない。4��Ü³（2016）は、<Ëc成の;

Aセ1を「教員Ú成」「初任」「� 」といった �ー	

に整�しながらも、Z¹¨な<�の中�は���で� 

�Ôに�り、教員Ú成¾�における学びの42¨な内容

�そのnI
けについては、MÖ提起のPを出ていな

い。この�をさらにMÖÂしているのが¤中（2016）で

�る。¤中は、i人Ø�¯教|の初�研6において大学

教育との���;が�りÅしrwされている&4を§-

しつつ、大学教育での学びが教育�場でいかにÀÍ・[

構成されているのかとい	Â�を、今jの研究¾Öとし

て1¬付けている。 
 このよ	に、Ø�¯教|の<Ëc成に関する研究は、

教育Z践をg�るZ践¨«¿のÀ�において$定の成�

を%
て
たが、それらが大学教育におけるどのよ	な

学びに起1し、どのよ	に教育Z践と`ªされるのかと

い	Â�は、B<に^り&
られていない。とりわけ、

¡oZTのよ	に、学��場の�ー	と%Øしていると

のS8がなされて
た教¯専Öの学·が、教|としての

<Ëにどのよ	にÀ?してい�のかとい	Mいには、こ

れ�での研究ではB<にj�てこなかった。 
 では、教員Ú成¾�における¡o学·の²Ùが、$�

jの教育Z践においてどのよ	な成�として�れている

のか。次¤では、このMいを検討するために、Ü等教育

研究においてÄcÔÂされて
た学·成�のµ�から、

関Æする9行研究を整�し、本稿のÂ±を�らかにす

る。 
 
2.2.教員Ú成の学·成�をめ�るÜ等教育研究の?Jと

本稿のÂ±  
 
 Ü等教育研究における学·成�をめ�る議論は、2000
c代/Î、教育のÂU¹、/>0"= |Ö、-/�B

�:>��といったiÕ¨な�流とともに|目を集めて


た（Îq 2007）。こ	した議論は、教員Ú成において

も4Vではな�、とりわけ教育Z践との`ª、すなわち

 �¨@>7B1の­Uが�められる中で、教員Ú成¾

�における学びが、$�jの教育Z践といかに³びつい

ているのかをM	研究が[Íされている。 
 大学教育の成�を$�生調査から検討する研究をÐc

にわたり±�して
た_y（2022）は、i 大学におけ

る教員Ú成|Öにおいて、 �¨@>7B1にj�た/

>0"= の[設計に>�、学·成�のEÂ?�評価r

�の整7のi要�をrwしている。 
こ	した議論を¯|に、Ü等教育研究では、教員Ú

成¾�の評価r�の整7に関する議論がÇむ(1)$yで、

学·成�を学¿¨に検討した論®は限定¨で�る。�

に、教員Ú成¾�における学びがどのよ	に教育Z践!

と³びついているかを、$�生のÂ�からa
出した研

究としては、Ð¹C（2010、2011、2013）による$Æの

研究がw
られるにとど�る。Ð¹C（2010）は、大学

における教員Ú成の教育"�を�らかにすることを目¨

として、$�生に\するÂM�調査をZzし、大学教育

における学びが教育Z践にどのよ	に�かされているか

について<�を行った。調査はË¨��によって行われ

ているが、その設計においては、大学教育の~"�に\

する$�生の»´¨な評価に��をhてており、Ë¨�

ー�をÎ�て、Â¨な»¿�nI
けをUbしよ	とす

るW­¨な-;Aー�が³られる。調査の³�、�に教

 専Ö¯目を中�に、教育Z践に資するもので�ったと

の評価が³られた$yで、教¯専Öに\する評価は低

�、教員としてi要な<Ëの�Úとい	�でも限�が�

Lされた。�た�fs��� 教員による¸­など、Z

践¨要¦を含むs�の~"�がb調されており、教 ¾
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�における²Ù¨、Z践¨学·のn­が[­»されてい

る。他y、Ð¹C（2011）では、教 ¾�における教育

"�を「«¿・�À」「Tº」「of」「PJ�」といっ

たÁxの0×からUbする�論¨t©�を提�し、それ

にR
いて大学教育と教育Z践との`ªEº�をZ¹¨

に検討している。�に|目す�
は、&に教 ¾�の~

"�を測るのではな�、教 ²Ùcx��©との関Æ�

を<�し、教育Z践との関Æでどのよ	な学びが~"で

�ったと»¿されているかをyっている�で�る。 
/%のよ	に、Ð¹Cの研究は、大学における教 

¾�の教育"�を$�生のÂ�からZ¹¨に検討した9

Ù¨研究で�る。�た、教員Ú成¾�での学びの成�が

 場環境�0�>-をÎ�てどのよ	にm?するかとい

	Â�も提�されており、教員Ú成における学·成�の

�論¨t©�を´�Ô要な«³を提-している。 
これらの研究をS8¨に検討するなら�、Ð¹Cの

研究では、教 ¾�:¥に3Îする$¥¨な教育"�を

\Àとしており、½¿°教¯、とりわけØ�のよ	に専

Ö�がÜ�、かつ身2¨、²Ù¨な要¦が関(する<Î

に\しては、その��Ñ�するには限�が�る。4�

�、Ø�¯教|が教員Ú成¾�で²Ùした¡o学·に

は、«¿�Tºの�lだけでな�、表��»{c成とい

った多`¨な²Ùを0	ことが予測されるが、そ	した

0×は、�準?された評価項目では\�
れないEº�

がÜい。 
�た、Ð¹Cの研究は、$�生が「~"だった」と

¡定¨にMªしている�をEÂ?しているが、その¯j

に�るÆりのnI
け、�るいは、¡定しているよ	で

いて、ZはS8�学びの[構成が含�れるといったよ	

なÆりのEº�にはB<に¿�Ì�でいない。すなわ

ち、Â¨なÂ�をÎして、な�そのよ	な評価がなされ

たのか、どのよ	な²Ùがそ	した評価に¤ったのかと

いった¯|を^り&
るi要が�る。とりわけ、「教育

Z践に�かされている」とい	$�生のÆりの中にも、

�mと�Zとの間の�れ�、[りÅりによるnIm容が

内jしているEº�が�るため、それらをÂ¨に検討す

ることは、教員Ú成¾�の学·成�を�Àする%でÔ要

なÂ�となり	る。 
この�に関して、ÄcのÜ等教育研究では、大学で

の学びの成�は&$のÉ成r�にË�で
�、多­¨に

構成されることがrwされている（s& 2017）。4��
!rye（2021）は、Ü等教育�策における学·成�の議論

をS8¨Zj論の 場から整�し、学·成�は2定¨な

É成r�ではな�、学·者が²ÙをÎ�てnI
けを行

い、���olさを含�ながら[構成してい�?¨な;

Aセ1として\�るÔ要�を論�ている。 
このよ	なµ�に つと、Ð¹Cの$Æの研究が

「教育"�」にª目し、教員Ú成¾�の~"�を$�生

の評価からZ¹¨に�らかにした�は9Ù¨で�る$y

で、²Ùの中でのª«�[りÅりによるnIm容と¶っ

た多`¨な;Aセ1が追�ていないEº�が�り、そ	

した²ÙのÁÓ��多­�が³¨とされているEº�が

�る。そこで本研究では、この限�を�り½�るために

「学·成�」のt©�をc�し、$�生のÆりをÎして

¡o学·のnIを�らかにすることで、教員Ú成¾�の

学·成�に\する�Àを多×¨に\��すことをÄ�

る。 
 
2.3.本研究の目¨と1¬付け 
 
 9ÃのÎり、s&（2017）は、大学での学びの成�が

多­¨に構成されることを�したÔ要な研究で�るが、

主に学·成�のEÂ?�評価y�に関する�論¨、Z¹

¨な議論を[Íしている。他y、!rye（2021）の論®

は、学·者が²ÙをÎ�てnI
けを行い、���ol

さを含�ながら[構成してい�?¨な;Aセ1として学

·成�を\�ることのÔ要�をS8¨Zj論の 場から

�論¨に整�している。しかしながら、学·者が���

olさをどのよ	に²Ùし、それをÆりの中でいかに[

構成してい�のかとい	42¨な;Aセ1をZ¹¨に扱

っているわけではない。では、学·者の²Ùと[構成の

;Aセ1を、いかに\�ることがで
るのか。 
���olさとは、��学�社会学において論�ら

れて
た-B:7@B1（Am:iNalence）に相hする。

-B:7@B1とは、�る\Àに\して相*するof�

感lがI�にWjする状oをrす�mで�る。��学に

おいては、¡定¨評価とF定¨評価が併Wするofの状

oとして�Àされ（/@ompson� 5anna� � "ri>>in 1��5）、
社会学においては、�f�社会¨d:に内jする���

ª«として論�られて
た（(erton� � Bar:er 1�76）。こ

のµ�に て�、教|のÆりに-B:7@B1が表れる

のはむし�»然な�Àで�る。しかし本研究がª目する

のは、-B:7@B1そのものの~�ではな�、それが

いかにÆられ、nI付けられているかとい	�で�る。 
したがって本研究の目¨は、Ø�¯教|のÆりに表

れる���olさ、すなわち-B:7@BトなÆりを�

がかりに、Ø�¯教|が教員Ú成¾�で²Ùした¡oZ

Tの学·²Ùをどのよ	な学·成�としてnI付けてい

るかを�らかにすることで�る。 
これ�でのØ�教育学における9行研究は、� �
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Ôでの<Ëc成に主�が¬かれており、教員Ú成¾�で

の学びに\する$�生の»¿をとら�たZ¹研究は限ら

れている。�た、Ü等教育研究における教 ¾�の学·

成�のZ¹¨検討も、教員Ú成:¥¨なt©�にR
い

たË¨評価、すなわち教育"�が中�で�り、¡o学·

のよ	な身2¨で²Ù¨な学びの多`��、-B:7@

BトなnI
けの;Aセ1にはB<に¿�Ì�れていな

い。本研究では、こ	した9行研究を¿��、¡o学·

の²Ùに内jするnIのdら��[構成のÏ�をÂ¨に

�らかにすることで、教員Ú成¾�の学·成�をめ�る

議論にiたなÂQを提�することを目rす。 
 
3.y� 
3.1.調査A<者と調査の�ª
 
 
 筆者は 2023c 11�から 2024c 1�にかけて、Ø�

¯教|Ý名!の�B�:"ー調査をZzした（表Û）。

本研究では、Ø�¯教員Ú成¾�における¡oZTの²

Ùにª目するため、\À者のÓ定においては、教育学Ê

を$�し、Ø�¯教員Ú成¾�で教¯専Öの¯目をb¸

したことの�るØ�¯教|に限定した。�た、Ø�¯教

|が教¯専Öでの学びをどのよ	に教育Z践!とつな


ているかを�Àするため、教育Z践でのr^²Ùをその

jの教育Z践にj�しているEº�がÜいとされる"�

=B教|、すなわち%ªcxが 10c/%の教|を\À

からÏVした(2)。このR準にR

、�£�で\À者を

-集したが、そのÕ、で
るだけ出身大学�%>9の属

�に�りがないよ	に配pした。調査\À者の属�に関

しては、9行研究において、学�©�²ÙcxなどのÐ

いにª目し、教育"�の]�をË¨に検討するÄ�がな

されて
た（Ð¹C 2011）。しかし本研究では、こ	し

た属�による]�を検出することを目¨とするのではな

�、むし�、�なる教育�関に所属するØ�¯教|が、

教員Ú成¾�における¡oZTをいかにÀÍし、どのよ

	な学·²Ùを[りÅり、それをどのよ	に[構成して

いるのかとい	Æりの構Åにª目する。そのため本研究

では、�定の�©�出身大学に限定��、むし�多�な

 場のÆりから�Dに¡o学·のnIを検討することを

目¨として調査\À者をÓ定した。 
 �B�:"ーは@構Å?�B�:"ーの��をu�

し、\À者のHqにj�て、Û名�たりÛ�間�f.B

=�BでZzした。 
 ×`に9 って、研究の目¨、y�、�ー�の=�¯

NをB<に½�し、任nD>と'名�のU¹を��た%

で、書×によるInをlた。 
 
3.2.×`内容と<�y� 
 
 本研究の<�では、�に教¯専ÖのZTに��をhて

るため、�B�:"ーの<�\Àとなる¯目をØ�¯の

中学�・Ü等学�教Ä$©�Ã状El要*に�たる「6

�、4�」に限定した。「6�、4�」のº細な教育内

容は、H大学に委�られており、Ø�¯教|の学·内容

に]が生�ることが予測される。そのため、Ø�¯教|

が²Ùした「6�、4�」の¯目とその内容についての

ÂMからÍTした。�B�:"ーの³�、H大学の¡o

ZTでは、6�、�-ノ、Î®�4、�®�4、T�

4、>�ー�ー、.o�、.ー�1ト=、合1、�、H

 、三I�、�j�4（� =B）などの¯目が設定さ

れていた。:ての大学に3Îする¯目は6�、�-ノ、

�で�った。そのj、中�¨なÂMとして、»身の¡o

学·の[りÅり、学·内容と教育Z践との関Æ、¡oZ

Tのs�評価などに関するÂMを行った。 
 

 

 
 
 
 

調査協⼒者 勤務先 ⾳楽科教師歴 現在の雇⽤形態 出⾝⼤学 インタビュー実施⽇
A ⼩学校⾳楽専科 ４年⽬ 常勤 H⼤学 2023年11⽉18⽇
B ⾼等学校 ５年⽬ 常勤 I⼤学 2023年12⽉25⽇
C ⼩学校⾳楽専科 ５年⽬ 常勤 J⼤学 2023年12⽉25⽇
D 中学校 ７年⽬ 常勤 K⼤学 2023年12⽉25⽇
E 中学校 ２年⽬ 常勤 L⼤学 2023年12⽉25⽇
F 特別⽀援学校 ５年⽬ 常勤 M⼤学 2023年12⽉29⽇
G 中学校 ３年⽬ 常勤 N⼤学 2024年1⽉6⽇

表１ インタビュー対象教師の属性
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 �B�:"ー内容は録Øし、のちに文U?して<�に

,�した。lられた�B�:"ー�ー�は、�«

（200�）のy�論を�がかりに、Â¨�ー�3 ト

（(A3Ida24）を�いて�ー��B�を行い、教|のÆ

りに(して、²Ù¨に<�をÇめた。42¨には、¡o

学·に\する評価およびその�拠となるÆりの内容にª

目して�ー�?を行い、¡定¨・F定¨な³Àが併Wす

るÆりについても、評価のdら��ª«として\�るこ

とをn¿しながら、�!/��>ーおよび/��>ーの

生成を行い、:2のÀÍをÇめた。�«の��は、�=

�B���・セ.>ー・-;Aー�にR
�I�¨<�

を¿��つつ、¡§¨<�もxËにEりXれる�に�O

が�り、本研究においてもその�ª
を¿��<�を行

った。 
 なお第ß¤では、�Æの��をÊけるため、大学教員

を「教員」、Ø�¯教|を「教|」、大学でのs�を「s

�」、学��場でのs�を「教育Z践」と表¸し、&別

する。 
 
4.³� 
 
 本¤では、Ý名の教|!の�B�:"ーをもとに、Ø

�¯教員Ú成¾�における¡oZTの学·が、どのよ	

にnI
けられているのかについて、<�³�を�す。

��、本調査において*À¨だったのは、�B�:"�

ーのÆりの中に、¡oZTの学·に\するF定と¡定、

�るいはi要と'i要など、相*する評価がI�に含�

れていた�で�る。こ	したÆりは、�間の²Ïによる

»¿のm?とい	よりも、$つのÆりの内Êに���d

ら�が3Wしている構ÅをZっていた。9ÃのÎり、こ

れ�で¡oZTは、教育Z践との%Øを�由に、F定¨

に評価される�Jがbかった。しかし本研究では、教|

たちのÆりにおいては、そ	した&�なF定�¡定にD

�らない、多`¨かつÁÓなnI
けがなされている�

にª目した。 
 <�の³�、Æりには/&の２つの/��>ーにおい

て-B:7@BトなÆりが­»された。第$に、¡oZ

Tのr^y�に\するS8¨な»¿を出発�としつつ、

それが³�¨にr^y�の¤[!とつながっていたり、

¡oZTと教育Z践との%ØがÆられる$yで、¡oZ

Tが��¨なº<のc成につながるものとして¡定¨に

nI
けられるなど、他教¯にもÎ�るÆりが³られ

た。第,に、Ø�¯�~のÆりとして、教育内容の文?

¨�りに\するS8と評価の交Ì、�た、¡oZTを

「��」学��
か、�るいは「e�」学��
かとい

	教育yÕ!のª«が�
られる。い�れのÆりにおい

ても�­なMªをするには限�が�るとの»¿のもと、

�­なÀをZたない��にÁÓなnI
けがなされてい

た。/&では、これらのµ�に(して、教|たちのÆり

の�OをÚに提�する。 
 
4.1. 教員Ú成:¥にÎ�る-B:7@BトなÆり 
 
 す�ての教|のÆりには、大学での¡oZTの学びが

教育Z践に�³しないとい	»¿が�されていた。$y

で、それを&にF定するだけでな�、»身のr^y�を

¤[する;�としてbけ�めていたり、y究�・Y«

<・S8¨k®、さらには表�<�»{Í�といった�

ミ"��ー�#Bのº<など、多�な��¨º<の�Ú

につながる²Ùとして、¡定¨にnI
けるÆりも­»

された。こ	したÆりは、Ø�¯とい	専Ö�に��し

ながらも、教|としての学びy�?$といった他教¯に

も3Îしlる要¦を含�でおり、教員Ú成:¥にÎ�る

-B:7@B1の構Åを�していると¶�る。 
 
4.1.1.r^y�の¤[ 
 
 第$に|目されるのは、大学における¡or^のy�

が、教育Z践で�められるr^y�と�なるとい	»¿

で�る。4��教|� は、�-ノの教員のr^につい

て、「³構»<の=�をこ	�りなさい�たいな感�」

とÆり、その$y¨なr^1��?にF定¨な評価を�

していた。教|� は、Ø�¯において���TN¨X

成fをÔÂするZTr^のÔ要�»2は»めつつも、

「でも今のZÕの教育（教育Z践）ってい	のは�\そ

れだけでは��なので」とÃ�、教育�場ではよりxË

で\´¨なr^が�められるとした。�た、大学でのZ

Tr^が»らのr^�mと相容れないと感�ながらも、

その²Ùを「ど	�って、»<だったら�るかな」とい

	Â�で[りÅることで、»身のr^µをc成する
っ

かけになっている。つ�り、F定¨な²Ùが、�jの教

育Z践においては、Î½¨に¡定¨なnIをOびている

ことが��る。 
 教|A もI�に、6�の教員の「³�る」r^y�

が、»<には合わなかったとÃ�ている。この²Ùから

h�教|A は、»身が¶Æ?して�Àする��;で�

ることに�
いたとい	。教|A は、大学�代にbけ

たr^の中で、「¶Æとして�っている」²Ùを[りÅ

りつつ、その²Ùが�jのr^において、身2¨な��

だけでな�、¶Æによる½�のi要�をn¿さ�る;�
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となっているとÃ�た。 
 このよ	に、大学でbけたr^に\するS8¨なÂ�

は、&なるF定にとど�ら�、もし»<が教�る 場に

なったÕにど	r^す�
かを¤[する;�となり、�

jの教|のr^1��?のc成に³びついている。こ	

したÆりに³られるのは、教員を「*×教|」として\

�る学びの構Åで�る。 
 
4.1.2.¡o学·が8	��¨なº< 
 
 第,に|目されるのは、¡oZTの学·²Ùが、たと

�教育Z践に�`¨に³びつかないとしても、学びのÏ

�をÎして教育者に�められる��¨なº<が�Úされ

た、とい	Æりで�る。ここでい	��¨なº<とは、

4��、NÑに«�Y�<�、�&を�りb�y究する

?$、S8¨・;Å¨に�&を\�る<などで�る。 
教|A は、�-ノの¡o学·について「+MもI�

ことを�りÅしながら、¶われたことを3��いて、頭

の中で��ー�したØにÄ
けてい�Ï�」と[りÅっ

ており、そのÏ�をÎして「Y«<¨なとこ�はもしか

したらついているかもしれない」とÃ�ている。このÆ

りからも�Lされるのは、¡oZTにおける学·が、&

なる¡oT¿の·lにとど�ら�、�ª¨な¢·�Ä行

Ì¼をÎ�て、»らの¾ÖにJ
合いながらy究を�め

てい�/�で�る。これは、教育�場における教�研究

�s�設計において�められるy究¨な?$に`ªし	

る。 
 この�を¹付けるよ	に、教|B は「»<の専Öの

¡oが�められる人ってい	のは、�っ�りそれだけÅ

½が��なる」とÃ�た%で、s�
�りにおいても、

「どこ�で調�ないといけないのかとか、ど�な資料を

KっLってこな
�いけないのかってい	のは、»<の

専Öの�4で#bしたからこそ、そ	いった��りが出

る」とÆっている。すなわち、¡oZTでの学びの?$

が、その��s�
�りにおけるy究��S8¨k®と

いったº<にÀ?するEº�を�している。 
 さらに教|! のÆりは、¡oZTの学·によって8

われた別の0×の��¨なº<を�している。�別gc

教育に{わる教|! は、G ×`をg�た生kに\し

て、「人前で（»<を）ど	³�るか」といった表�<

をr^するÕ、¡o会での»身の8jÀを��に3~す

ることで、生kとの�¨ÈØを¥めることがで
たとい

	。ここでは、¡oZTの学·をÎして8われた、人前

での表�<の²Ù�»{Í�する?$が、教育Z践にお

いては�ミ"��ー�#Bº<として�ºしていること

がわかる。このよ	に、¡oZTの学·は、«¨y究に

>�、»{表��他者�Àといった\人関係における資

Âのc成にもつながっており、教|としてのZ践をg�

る多×¨なR¢をc成している。 
これらのÆりに3Îして³られるのは、¡oZTの

学·が、教育Z践にd つ�d たないといったZ=¨

な評価ではな�、¡oを学�とい	²Ùそのものが、教

|としての資ÂにiÒを(�るとい	»¿で�る。この

よ	な学·のnI
けは、Ø�¯に限ら�、他教¯の教

¯専Öにおいても、学びのÏ�そのものが教|としての

資Âc成につながるとい	�において、3Îする構Åを

ZつEº�が�り、教員Ú成¾�:2にÎ�るoÑ¨な

学·成�として1¬付けることがで
るのではないだ�

	か。 
 

4.2.Ø�¯�~の-B:7@BトなÆり 
 
 前項では、¡oZTの学·が教育Z践にどれだけ�³

するのかとい	µ�においてF定¨にÆられていたが、

そのÆりをÎして�された²Ù�»¿を<�¨にÅ�À

�ことで、¡o学·が教|としての資Âc成において、

$定のnIをZちlることが�Lされた。そこでは、r

^y�の¤[���¨なº<の�Úといった0×が­»

され、教員Ú成¾�:¥にÎ�る学·成�として1¬付

けられるEº�も�Lされた。 
$yで、¡oZTの学·には、Ø�¯とい	教¯�

~のdら�もWjする。�に、教育内容の文?¨な�り

に\するS8と評価�、¡oZTを「��」学��
か

「e�」学��
かとい	�@B�は、他教¯には�ら

れに�い¾Öで�る。これらの¾Öに\して、教|たち

は、*yの 場を行
来しながら»身の学びをnI
け

るよ	なÁÓなÆりを[Íしていた。すなわち、¡o学

·のnIをめ�る-B:7@B1は、より専Ö���f

と関わる次�において ち�れている。 
 
4.2.1.教育内容の文?¨な�りに関するÆり 
  
Ø�¯教員Ú成¾�における¡oZTは、Ðら�¯

�Ø�を中�に構成されて
た（Ð¹C 2024）。そのた

め、大学で学�¡oZTと学��場で生kたちが関�を

=�ているØ���B?との間には���;が生�てい

ることが、Áxの教|のÆりから�らかになった。4�

�、教|" は、「�っ�り��な（生kは）�-pop が大

=
だから」とÃ�、生kの関�が¯�Ø�ではな�流

行rにJいていることを��にÆる。教|A もI�
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に、「�っ�りqどもが�りたいのって流行りのrなの

で」とÃ�、教育Z践との%ØをrwするÆりが�っ

た。 
このよ	な�状から、教|たちは、大学での¡oZ

Tのjりyを³�し、多�な��B?!のqL�教育Z

践との`ªEº�をy�	とするÆりを[Íしていた。

4��、教|A は、ト�>ノ（2015）のØ�<Û(3)を大

学院で学�だことを;�に、»身の¡oZTの学·が

「%¡P」に�っていたことに初めて�
いたとい	。

それ�で�いな�Eり©�で
た¡o学·が、�定の文

?¨t©�にR
いていたことを¤[¨に\��した³

�、¡oZTには「もっとい��な��B?がXって


たyが×�い」と多�?に�fを=�ていた。教|B
は、「[�Ø�とか、そ	いったものに関しては、大学

のs�ってす���Zしているとk	」と評価しつつ

も、I�/�4が多�される�jの教育Z践との���;

に²れ、「¯�Ø��Ôとい	か、そっち�かりになる

のは'Òとい	か」とÃ�た。このよ	に、大学での学

びのÈかさを»めつつも、それが�代の教育Z践に\j

し
れていない�状!のamを�している。 
 では、より教育Z践に(した¡oZT（4�� %	pop
など）をいかに^Xす�
なのか。この�について教|

" は、「大学で �-pop が学�るよ	になったとしても、

多<Eらない（Ósしない）」とÃ�、その�由とし

て、「�-pop だけ�っていたら、�の（頭6）発6はで


ない」とÆった。教|" にとって、大学での¡o学

·は %	pop にも\jEºな「R�」として1¬付けられ

ており、「（¯�Ø�を）j�したのが �-pop だから」と

Ã�ている。I�に教|B も、「³J¯�Ø�ってい	

のは、Ø�のいわ�る文?の中でもそれなりの$<をC

めているから、いわ�る3Î¶Æ」とÆっている。しか

し教|B は、9ÃのÎり、大学での¡oZTが¯�Ø

�に�Ôすること!の'Ò�もÆっており、»身のÆり

が「gØ�¸になっち�	」と»{評価する場×も�っ

た。こ	したÆりは、¯�Ø�に�Ôする大学の¡oZ

Tに\する評価と�­がXり��る、ÁÓな内×のdれ

を�している。 
/%のよ	に、教|たちは、¡oZTと教育Z践と

の%ØにÐ/感�b\いを»めつつも、¯�Ø�をR¢

とする¡oZTの学·²Ùを相\?していた。このよ	

なÁÓなÆりは、Ø�¯の教育Z践における教育内容

が、�代�文?のm?とともに^にm容しªけていると

い	、他教¯には��り³られない��に起1すると®

�られる。すなわち、iたな��B?�1��?が次


と生�れるØ�においては、教育内容のÓ定に�たっ

て、文?¨な�りがÊけÑ�内jしており、それが教|

たちのÆりにおける評価のdら��-B:7@B1を生

�出しているとも®�られる。そのÆりには、»らがb

けた教育の前提�文?¨R¢を³つめ�して相\?し、

教育Z践に�さわしい学びとは+かを[®する;�とな

っていることを�している。 
  
4.2.2. 学びの�さとeさに関わるÆり 
 
 本調査において、}も×著に-B:7@BトなÆりが

�れたのが、Ø�¯教員Ú成¾�における¡oZTの学

·の「�さ」と「eさ」のMÖで�った。教|たちは、

教育Z践において、Ø�Yのよ	に専Ö¨な「�さ」が

�められる$yで、さ���なØ���B?にxËに\

jで
る「eさ」もi要とされる。こ	した相*する要

Áの�間で、教|たちはª«をY�ながらも、»らの²

ÙをÎしてそのnIを� していた。本項では、こ	し

たÆりに表れる-B:7@BトなnI
け�ª«をEり

%
、教員Ú成における¡o学·のjりyに\する教|

たちの多×¨な\�yを�らかにする。 
 「�さ」に関するÆりの中では、教|たちは、»身の

¡oの専Ö�をÜめることが、教育Z践においても½l

<�r^のÂをÜめる%でÔ要で�ると\�ていた。4

��教|B は、学生�代の)人の教育Z践を[りÅり

「�-ノが±�でも、³J、»<の専¯の®�4をす�

��っていれ�、�っ�りs�（教育Z践）で提�す

る、表�することもそ	だし、Â�ってい	のが³構�

かったりする」とÃ�、専Ö¨な学びに¥hにEり©�

で
た²Ùが教育Z践に��をもたらすと評価した。�

た教|E は、�-ノの¡o学·を�めることのn­に

ついて、「qどもたちの表�の感�Eりyとかもち�っ

とmわるのかな」とg�めにÆった。これは、Ø�¯教

|»身が¡oZTを�ªし�?さ�ることによって、�

�・生kのØ�表�の_をより¦細なものに^�Eº�

を�Lしている。さらに教|A は、Ø�¯教員Ú成¾

�における¡oZTが¡oYÚ成とÌ�しているとい	

S8¨Â�をbけとめた%で、次のよ	にÆっている。 
 
 「今の学�のØ�を教�るに�たって、�っ�り»<

が学�で
たことと@"?がÐ	かもしれないけど、�

っていることはす��I�だなってkい�す。bUを工

夫するのだって（_学生も）�っているわけ��ないで

すか。	中�	 �っ�り°
な（表�の）8�ーBを»

<が学�でおかなけれ�、それを教�て�
ることはで


ないし、¡oYとして�るわけではないかもしれない
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けど、こ	い	�	に表�するってい	ことを�っ�り

»<が学�で
たからこそ�か�るとk	�ですよ�。

	中�	 Ø�の�.>��をÜめるってい	場の設定が

す��も	、_学生だ�	と¬¶相�の;Aだ�	と、

�っているØ�の内容のÑしさは�るかもしれないけ

ど、場の設定はそ�なにmわらないので」 
 
 このÆりにおいて教|A は、¡oの専Ö¨な学·が

i�しも教育Z践と%Øしているのではな�、むし��

本¨なØ�表�のy��場の構成<といった要¦におい

てÆª�が�ることをb調している。 
 このよ	に、教|たちのÆりからは、¡oZTにおけ

る「�い」学びが、教|としての専Ö¨5Õ�のtUに

つながるだけでな�、��・生kの表�を^�%でも'

ExなR¢として»¿されていることがÅ�Eれる。専

ÖYとしての学びの±�が、教育者としての?$�Z践

に��出るとい	»¿のもと、¡oZTの学·の「�

さ」は価��る/�としてgZされている。 
 $yで、教|には�定の専Ö�にとど�ら�、_eい

��B?��4!の\j<が�められるとい	»¿も教

|たちのÆりからÅ�Eれた。教育Z践においては、学

·r^要Ôのもと、教|»身の専Ö<Îにかかわら�、

多�なÔPを$人でt	i要が�るため、Ø�¯教員Ú

成¾�での学·においても、専Ö¨な「�さ」だけでな

�、多�なØ�²ÙをÎ�た「eい」学·が'Exとさ

れている。�に、9Ãのよ	に、Ø�とい	教¯が内@

する多��は�
Ç?しており、大学で初めて出会	�

4���B?もZな�ない。教|E は、大学での��

三I�の学·²Ùを[りÅり、「/�4とか、大学で

（学·）してなかったら:然わからなかった」とÆって

おり、¡oZTの学·が、未«の��B?!の^Xとし

て�ºしていたことが��る。こ	したiたなØ�²Ù

は、教育Z践において��・生kの関��教育内容にx

Ëに\jするための¦Oともなる。�た、大学で初めて

Eり©�だ
��.>Bの²Ùについて、教|� は、

「学�に（
��.>Bが）�る場合はち�っとØ°�

らいは出すことがで
るので。�っ�りq-の*jがÐ

	」とÆり、»身がZÕにØを出�るとい	²Ùが、教

育Z践のÂ���・生kの*jに�³していることを�

Lした。教|" も「»<がで
ないと教�られないか

ら、�\。³�るってす��大&」とÃ�、教|»身が

身2¨に¡o²ÙをZっていることのÔ要�をb調して

いる。こ	したÆりからは、¡oに関するZ践¨な身2

²Ùが、教育Z践において½l<�るr^をEºにする

とい	»¿が��る。さらに教|� は、「教¯書に載っ

ている�4ってい	のを$Îり²れたりすると、�っ�

り»<も教員（教|）になったと
A�」とÃ�てお

り、_eい�4の²Ùを�むことが、?来の教育Z践に

おける��¨A定にも=(することをÆっている。 
こ	したÆりに3Îするのは、�定の専Ö<Îを|

めることとは�なる、_e�2Ùしてお�ことのn­で

�り、それは&に«¿としてではな�、ZÕに¡oした

とい	身2�を0った学びとして»¿されている。 
 では、¡oZTにおいて、�定の専Ö<Îを|める

「�さ」と身2¨に_e�2Ùする「eさ」は* しl

るのだ�	か。 
すでにÃ�たよ	に、「eさ」については、¡oZT

において、多�な��B?��4に²れる�会!の�f

が教|たちのÆりに表れていた。そ	した�fが�る$

yで、教|A は、大学で初めて本�¨に学�だ>�ー

�ーについて「¥Üとい	か、今�でこ	、たどりªこ

	とした²Ùが�るわけではない」とÆり、多�な�4

を学·することのn­を»めつつも、学びが��なり�

すいこと!のamを�している。教|A のÆりから

は、わ�かßc間の大学教育の中で、多�な�4���

B?に本Â¨にÆるには�間¨限�が�るとい	Z感が

��でいる。 
I�に、「�さ」についても、i�しも�¾のい�学

·がで
たとは限らない。教|D は、�-ノを専Ö¨

に学�ことを�fして大学にX学したが、「ÏÛMの�

-ノのs�がMって�るÏも�れ�MってこないÏも�

って」と[りÅり、B<な学·�会が­Uされていなか

ったことを2いた。そのため教|D は、大学Vの教育

�関にÎい、»らの学びを®Xするi要が�ったとい

	。教|B も�た、「大学の中の学びだけでは¾りなか

った」とÆり、O�のZ|のもとで学·を�ªしてい

た。 
このよ	に、教|たちのÆりからは、「�さ」と「e

さ」い�れのyJにおいても�間¨・�f¨��によっ

て学びが��なるとい	':感をYいている�qが��

る。「�さ」と「eさ」の* は、Ø�¯教員Ú成¾�

の/>0"= 設計における構Å¨�@B�にとど�ら

�、教|たち»身の²Ùの中でもdれ?�nI
けとし

てÆられた。$yで、これらのÆりからは、¡oZTの

学·が&なる10?�«¿の�lにとど�ら�、専Ö<

Îに¥hにJ
合	?$�、未«のÔP!のvqをÎ�

た»{m容を含む、学生�におけるÔ要な;Aセ1で�

ったことが��る。すなわち、「�さ」と「eさ」のど

ちらかに�­なª�を出すのではな�、*|の間でdれ

ながら、� をªけるとい	?$そのものが、»{のj
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りyに関わるよ	な学びとして²Ùされていることが�

Lされる。4��教|B は、�る教員から「専Öとか

だけ���>�りたい�だったらØ大行け�いい��

�、教育学Êって名�ってるnIを®�て�てほしい」

とMい�された²Ùを[りÅっている。�た、「その9

生は、ZTを³構ち��と�られていたとい	か、今は

s�で教 のことを�ってるけど、���>»<の¡o

のことも�られたり、専¯/Vのことも�られていて」

とÆり、教|B はこの教員の¶³をkい出しながら、

「�さ」と「eさ」とい	相*するyJ�の中でª«し

つつも、それ	れに¿ZにJ
合お	とする?$を�し

た。 
このよ	に、「+を学�だか」だけでな�、その学び

に「どのよ	にJ
合ったか」が、教|らのÆりの中で

Ô要な要¦として�かび%がっている。「�さ」と「e

さ」の* は、&なる/>0"= 設計%の¾Öとして

Æられるだけでな�、教|としてのjりy�専Ö�を�

 する²Ùとして1¬付けられていた。 
 
5.®[ 
 
本¤では、第ß¤の<�³�を¿��、「は�めに」

で提�した、Ø�¯教|にとって教員Ú成Ï�における

¡oZTはどのよ	な学·²ÙとしてnI付けられてい

るのか、とい	本研究のMいに\して、Ø�¯教|の-

B:7@BトなÆりを�がかりにすることで、/&のよ

	にMªすることがで
る。 
第$に、Ø�¯教|の-B:7@BトなÆりそのも

のが、学·成�の�れで�るとい	�で�る。�Wの研

究（Ð¹C 2010）は、教員Ú成¾�における教育"�

を$�生の評価からEÂ?して
た。しかし、本研究で

は、Ø�¯教|たちのÆりにおいて、¡oZTの教育内

容�r^y�に\するF定¨な評価と、そこから学びを

³出そ	とする¡定¨なnI付けが併Wしていることが

�らかになった。これは、4.1.1.で�した「r^y�の

¤[」�、4.1.2.の「¡o学·が8	��¨なº<」、さ

らには 4.2.1.の「教育内容の文?¨な�りに関するÆ

り」、4.2.2.の「学びの�さとeさに関わるÆり」にも3

Îして­»された。こ	した$³��したÆりは、¡o

ZTの学·²Ùを内¤し、[ÀÍしよ	とする;Aセ1

を�しており、/>0"= において$Mに設定された

学·目�を¼�た、学·成�の�Éとして�Àで
る。

本研究は、g来の研究ではB<に\�られてこなかっ

た、$�生の評価の¯jに�る内¨なnI生成の;Aセ

1を�らかにするもので�り、教員Ú成¾�における学

·成�をÂ¨に®Xする«³を提-する。 
第,に、教員Ú成�策において、これ�で�りÅし

主Lされて
た「教¯専Öは教育Z践と%Øしている」

とい	前提（文Ê¯学¤ 2017）に\し、Ø�¯教|の

Æりはi�しもそれにhては�らないことが�らかにな

った。な�なら、本研究の調査³�からは、Ø�¯教|

たちが、たと�教育Z践と%Øしていると»¿する教育

内容で�っても、①その%Øを¤[�[nI付けの;�

とし（4.1.1）、②��¨º<!とÀ?さ�（4.1.2）、�教

育内容を相\?し（4.2.1）、�学·内容の「�さ�eさ」

をめ�るª«をÎして教|としての専Ö�を� する/

�に³びつけていることが�らかになったからで�る。

v¶すれ�、教育内容の%Øは「x>」ではな�、学·

成�を生成する内¨;Aセ1の資�となり	る。ここで

Ô要なことは、教¯専Öの教育内容を、教育Z践と%Ø

している�していない、とい	,項\ で\�るのでは

な�、Ø�¯教|たちが¡oZTの学·²Ùから、iた

なnIを���そ	とする;Aセ1そのものが、学·成

�として×j?しているとい	�で�る。 
第三に、Ø�¯教|にとって¡oZTは、「¡oYÚ

成教育かØ�¯教員Ú成教育か」とい	,<�¨な&<

を¼�て、多�な学びを生�出す²ÙとしてnI
けら

れている�で�る。9行研究においては、1�70c代/

Î、¡oZTを教¯専Öとして1¬付けるÕに、その教

育¨n­を¡oYÚ成とのÐいに�める議論が�りÅさ

れて
た（�¢ 1�76）。しかし、本研究の調査³�から

は、Ø�¯教|のÆりにおいて、専Ö¨な¡o学·の

「�さ」と、教育Z践に\jするための¡o学·の「e

さ」の+yが\ するのではな�、むし�dら�ながら

相互に`ªされていることが�らかになった。その;A

セ1には、Ø�¯教|の専Ö�とは+かについて[�、

ª«しながら、それを教育Z践に�かそ	とする?$が

�れていた。こ	した「�さ」と「eさ」とをVËしな

がらy�する�な�しは、�Wの議論がb調して
た

「¡oY教育か教員Ú成教育か」とい	,項\ を相\

?し、¡oZTの学·を教|の専Ö�c成に資する多`

¨な/�として[評価するÂQを提-するもので�ると

¶�る。 
/%の®[は、!頭でÃ�た、教育Z践に�³しな

い学·内容がÁÂされ�すいとい	¾Öに\するjªと

もなる。すなわち、Ø�¯教|のÆりに³られるよ	

に、¡oZTの学·は教育Z践と$³%Øしているよ	

に³�ても、¤[�[ÀÍの;Aセ1をÎ�て、多�な

成�を生�出す/�で�り、そのn­はÏ_評価される

�
ではない。�たI�に、その教育内容は「¡oY教
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育か教員Ú成教育か」とい	,<�にMDされるもので

はな�、むし�*者をVËしながら教|としての専Ö�

を� する;�となっている。したがって、Ø�¯教員

Ú成¾�における¡oZTの学·は、/>0"= によ

って$Mに規定された学·目�にR
いて画$¨に²Ù

されるものではな�、学·者が»らの²Ùを[りÅり、

���ª«を含�ながら[ÀÍする;Aセ1をÎ�て、

多�な学·成�をもたらし	る/�で�る。そのnIに

おいて、¡oZTの学·は、教育Z践との%Øを&にM

ÖÂするのではな�、むし�%Ø�ª«に\Kすること

をÎ�て、教|の専Ö�を[構´する�会として�|¨

に\��してい�i要が�るだ�	。 
 
6. 総括と今jの¾Ö 
 
 本研究のMいは、「Ø�¯教|にとって、教員Ú成¾

�における¡oZTの学·²Ùはどのよ	な学·成�と

してnI付けられているのか」で�った。そのª�とし

て、Ø�¯教|のÆりから、①-B:7@BトなÆりそ

のものが学·成�の�Éで�ること、②教育Z践との%

Øがx>ではな�成�を生む資�となりlること、�¡

oY教育か教員Ú成教育か」とい	,項\ を相\?す

るÂ�を提�した。これらの«³は、学·成�をどのよ

	にUbし	るかとい	�Wの議論に`ªで
る。42

¨には、学·成�の多­�を�論¨にrwし、その評価

�EÂ?のy�論に��をhてたs&（2017）の議論

を、Ø�¯教|の-B:7@BトなÆりをÎして内¨な

nI生成の;Aセ1に�をhてることでZ¹¨に®Xし

た。さらに、学·成�を���olさを含む?¨;Aセ

1として�論¨に整�した!rye（2021）のÂQに42

¨&4を(�ることで、学·成�を教育内容の���ª

«を含む[ÀÍの/�そのものとして\�るiたな�À

を提�した�に�»�が�る。 
 しかしながら、本研究にはい�つかの限�がWjす

る。第$に、本研究で扱ったÆりは$��のナ=��!

で�る。Æりは^にm容するもので�り、�に、教|と

しての²Ùの±��教育�場のm?などによって、I�

人�でもÆりのnI付けはm?し	る。そのため、本研

究で�らかになったnI
けは、�して2定¨なもので

はな�、むし�m容し	るp定¨なnI
けで�る。 
 第,に、本研究では、¡oZTに��をhてたため、

他の学·²Ù（4��、教育Z·、教¯教育、¾V�?

など）との相互3�についてはB<に扱	ことがで
な

かった。ZÕ、教|としての専Ö�のc成は、Áxの学

びが交]しながらc成されてい�もので�り、¡o学·

のnI
けも、他の学·²ÙとÁÓに��合っているE

º�が�る。 
 今jの¾Öとしては、こ	した限�を¿��、I$人

�のÆりのm容を追	¤~¨なÂ��、¡oZT/Vの

学·²Ùとの関係�を\�るÂ�をEりXれることで、

教|の学·成�に関わるnI
けの��ナミ	 をより

多×¨に�らかにするi要が�る。 
 �た、本研究で�らかになったよ	な、�f¨t©�

にD�り
らない学·者»身の[ÀÍ�、内¨なª«を

0	¤[の;Aセ1が、どのよ	に�f設計�/>0"

= |Lに�かされるのかについては、今jのÔ要な検

討&項で�る。 
 
Þ|ß 
 

(1) 4��、Ø�¯では、sÊほか（201�）�Â¼
（2023）などの研究が�る。 

(2) ²Ù学·については、sI（2006）にºしい。

sIは、�É者になるためには}低 10cを要

することを�らかにしている（p.40	41） 
(3) ト�>ノ（2015）は、Ø�をZ践の「場」によ

って大
�２つに<Ûし、>-?�� での¡

oを「D(P8 �ー�B1」「%¡P8 �

ー�B1」、録Øによる¡oを「	� ��P

Ø�」「1��.-ートPØ�」と定­してい

る。「D(P8 �ー�B1」とは、-ー��1

トと¬¶の&別がない状況をrし、8 �ー�

B1の成"f合いをD(の�fと�さで8~

する。$y「%¡P」は、-ー��1トが¬¶

にØ�を提-するとい	状況をrし、8 �ー

�B1の成"f合いをØ���B�によって

8~する。 
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